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8 ( I L - 8 )を測定した。
【結果】8-isoprostaneは中枢気道•末梢気道ともこの2 群の間で有意な差は認めなかったが、中枢 
気道に比べ末梢気道では有意に高値であった。IL -8でも中枢気道において2 群間に有意な差を認め 
なかった。A 群ではIL -8は中枢と末梢の間で有意な差を認めなかったが、B 群ではIL -8は末梢が中 
枢に比べ有意に高値であった。
またB 群の8-isoprostaneは中枢•末梢ともにFE V 1と相関を認めなかったが、同群のIL -8は末梢 
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は末梢が中枢に比べ有意に高値であった。
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